
現
時
点
で
の
新
病
院
移

転
・
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

平
成
33
年
か
ら
実
施
設

計
を
行
い
、
平
成
36
年

に
病
院
本
体
建
設
工
事
、
開

院
は
平
成
37
年
に
な
る
見
通

し
で
す
。

新
病
院
建
設
候
補
地
の

検
討
会
議
と
は
ど
の
様

な
方
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
会

議
体
な
の
か
。

検
討
委
員
は
医
療
関
係

者
、
学
識
経
験
者
、
市

内
各
種
団
体
に
所
属
す
る
方

10
名
以
内
で
、
４
回
程
度
の

会
議
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

新
病
院
が
半
田
運
動
公

園
東
附
近
に
移
転
し
た

場
合
、
半
田
の
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
た

「
活
力
創
造
軸
」
か
ら
外
れ

る
が
、
将
来
に
向
け
た
半
田

市
の
都
市
像
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

病
院
が
こ
の
軸
か
ら
外

れ
る
事
は
、
賑
わ
い
や

活
力
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

及
ぼ
す
と
考
え
ま
す
が
、
将

来
に
向
け
た
都
市
構
造
や
都

市
軸
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
病
院
を
常
滑
市
と
の

市
境
に
建
設
し
た
場
合

に
、
常
滑
市
民
病
院
に
経
営

問
題
が
起
こ
り
う
る
可
能
性

に
つ
い
て
は
如
何
お
考
え
か
。

両
院
の
診
療
圏
や
医
療

機
能
等
が
重
複
、
競
合

す
る
事
が
予
想
さ
れ
、
常
滑

市
民
病
院
の
経
営
面
に
与
え

る
影
響
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

経
営
問
題
を
解
決
す
べ

く
、
近
い
将
来
に
常
滑

市
民
病
院
と
半
田
病
院
と
の

経
営
統
合
に
つ
い
て
は
如
何

お
考
え
か
。

将
来
に
わ
た
り
良
質
な

医
療
を
安
定
的
、
継
続

的
に
提
供
す
る
た
め
に
も
、

ま
た
、
両
院
を
存
続
さ
せ
て

い
く
た
め
に
も
、
連
携
を
よ

り
強
化
す
る
事
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

知
多
半
田
駅
前
は
空
洞

化
が
進
み
、
中
心
市
街

地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
一

つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
知

多
半
田
駅
前
も
し
く
は
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
J
R
半
田
駅

前
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に

新
病
院
建
設
を
組
み
込
み
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
起
爆

剤
と
す
る
考
え
は
無
い
の
か
。

区
画
整
理
事
業
区
域
と

区
域
外
を
ま
た
い
で
敷

地
を
確
保
す
る
事
は
理
論
上

可
能
で
す
が
、
費
用
と
時
間

の
面
か
ら
実
現
は
困
難
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

在
住
者
の
白
血
病
等
の

患
者
数
と
ド
ナ
ー
登
録

者
数
に
つ
い
て
伺
う
。

愛
知
県
の
白
血
病
の
推

計
患
者
数
か
ら
、
人
口

比
に
よ
り
算
出
し
た
本
市
の

白
血
病
の
推
定
患
者
数
は
16

人
で
す
。
ド
ナ
ー
推
定
登
録

者
数
は
、
316
人
で
登
録
率
は

0.6
％
で
す
。

ド
ナ
ー
募
集
の
推
進
に

つ
い
て
伺
う
。

ド
ナ
ー
登
録
に
関
す
る

普
及
啓
発
物
の
公
共
施

設
へ
の
設
置
や
献
血
会
場
等

に
お
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
配
布
に
加
え
、
献
血
時
に

ド
ナ
ー
登
録
を
受
け
付
け
る

な
ど
、
ド
ナ
ー
登
録
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
高
校
３
年

生
・
半
田
常
滑
看
護
専
門
学

校
を
対
象
と
す
る
献
血
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
「
あ
い
ち
骨
髄

バ
ン
ク
を
支
援
す
る
会
」
の

方
を
講
師
と
す
る
講
演
会
を

開
催
し
、
移
植
を
受
け
ら
れ

た
方
の
生
の
声
に
よ
り
、
ド

ナ
ー
登
録
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
き
ま
す
。

今
後
、
事
業
所
内
に
お
い

て
、
献
血
と
併
せ
て
ド
ナ
ー

登
録
を
ご
案
内
い
た
だ
き
、

献
血
と
ド
ナ
ー
登
録
を
同
時

実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

妊
婦
検
診
時
の
臍
帯
血

バ
ン
ク
登
録
を
推
進
で

き
な
い
か
伺
う
。

出
産
時
に
採
取
さ
れ
る

が
、
市
内
に
臍
帯
血
を

採
取
で
き
る
病
院
は
な
く
、

県
内
に
お
い
て
も
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
臍
帯
血
提

供
の
推
進
は
困
難
な
状
況
で

す
。

ド
ナ
ー
が
安
心
し
て
提

供
で
き
る
助
成
制
度
・

休
暇
制
度
創
設
助
成
に
つ
い

て
伺
う
。

休
暇
取
得
や
経
済
的
理

由
に
よ
り
、
骨
髄
等
の

提
供
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
は

改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。
国
全
体
の

統
一
さ
れ
た
制
度
に
よ
り
、

改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
近
隣

自
治
体
と
連
携
し
、
市
長
会

等
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
休
暇
制
度
を
導
入
し
て
い

る
企
業
・
団
体
名
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
日
本
骨
髄
バ

ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ

ン
ク
を
行
う
な
ど
、
ド
ナ
ー

登
録
及
び
提
供
が
適
切
に
推

進
さ
れ
る
よ
う
普
及
啓
発
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

半
田
市
の
将
来
に
向
け

た
責
任
あ
る
市
政
運
営

に
つ
い
て

骨
髄
移
植
の
ド
ナ
ー
支

援
充
実
に
つ
い
て

を問う
１２月定例会における市政に関する一般質問は、１２月５日、６日に行われ、５人の議員が
質問に立ちました。各議員の質問と市長を始めとする当局の答弁要旨は次のとおりです。

（質問議員が執筆し、掲載順序は質問順です）
＊質問、答弁の詳しい内容は会議録でご覧いただけます。市議会ホームページか、半田図書館・
亀崎図書館に設置してあります会議録をご利用ください。またYouTubeでもご覧いただけます。

市政
一 般 質 問

市政を問う

市
政
を
問
う　

一
般
質
問
（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

志民ネット
小栗佳仁 議員

創造みらい半田
中村宗雄 議員

答

答答

答 問問

問問

答答答

答 答 答

問問問

問問問

平成30年2月1日 はんだ市議会だよりNo.200 2

全
国
で
ス
ズ
メ
バ
チ
類

は
年
間
約
20
件
、
蛇
類

は
約
５
件
の
死
亡
事
故
が
あ

る
。
市
の
被
害
状
況
を
伺
う
。

半
田
病
院
へ
の
受
診
者

に
な
り
ま
す
が
、
ス
ズ

メ
バ
チ
等
の
蜂
類
は
昨
年
度

41
名
、
今
年
度
10
月
末
で
52

名
、
蛇
類
は
昨
年
度
３
名
、

今
年
度
10
月
末
で
３
名
で
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
類
の
毒
に

よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
シ
ョ
ッ
ク
は
、
最
悪
の
場

合
死
に
至
る
。
半
田
病
院
の

医
療
体
制
を
伺
う
。

緊
急
性
を
要
す
る
治
療

は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
て
対
応
し
て
お
り
、
ス
ズ

メ
バ
チ
類
は
症
状
を
緩
和
す

る
対
処
療
法
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
マ
ム
シ
は
血
清
で
あ
る

マ
ム
シ
抗
毒
素
を
投
与
、
ヤ

マ
カ
ガ
シ
は
全
身
の
止
血
作

用
を
失
う
危
険
性
を
防
ぐ
為

の
対
象
法
を
実
施
し
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小

中
学
校
に
お
け
る
有
毒

生
物
の
対
応
を
伺
う
。

昨
年
、
今
年
で
児
童
生

徒
が
マ
ム
シ
に
噛
ま
れ

る
被
害
が
２
件
起
き
て
い
る

為
、
全
教
職
員
と
児
童
生
徒

へ
の
周
知
と
指
導
の
徹
底
、

保
護
者
へ
学
校
メ
ル
マ
ガ
で

注
意
喚
起
の
通
知
等
、
再
発

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
に
生
息
し
て
い
る
と

考
え
る
特
定
外
来
生
物

の
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
生
息

状
況
と
そ
の
対
策
を
伺
う
。

平
成
24
年
に
市
内
で
発

見
さ
れ
て
以
降
、
既
に

市
内
全
域
で
生
息
し
て
い
る

と
考
え
て
お
り
、
昨
年
度
か

ら
春
の
大
掃
除
時
に
注
意
喚

起
の
チ
ラ
シ
を
全
自
治
区
へ

配
布
し
て
い
ま
す
。

ヒ
ア
リ
が
生
息
し
て
い

る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

国
内
で
ヒ
ア
リ
が
発
見

さ
れ
て
か
ら
衣
浦
港
中

央
埠
頭
で
職
員
に
よ
る
目
視

調
査
、
民
間
企
業
か
ら
情
報

収
集
、
市
民
か
ら
の
問
合
わ

せ
等
で
固
体
確
認
し
て
い
ま

す
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

仮
に
ヒ
ア
リ
に
噛
ま
れ

た
際
の
対
応
を
伺
う
。

ヒ
ア
リ
も
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
危
険
性
が
高
い
為
、
症
状

を
緩
和
す
る
対
処
療
法
を
実

施
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

い
つ
ヒ
ア
リ
が
発
見
や

生
息
す
る
か
分
か
ら
な

い
。
更
に
注
意
喚
起
を
強
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

あ
ら
た
め
て
公
的
施
設

等
に
注
意
喚
起
の
ポ
ス

タ
ー
の
貼
付
を
考
え
ま
す
。

建
設
候
補
地
の
突
然
の

場
所
の
変
更
で
し
た
が
、

ど
の
様
な
理
由
、
経
過
で
変

更
に
至
っ
た
の
で
す
か
。
10

月
30
日
、
愛
知
県
の
大
村
知

事
に
よ
る
仲
裁
に
よ
り
、

「
職
員
駐
車
場
」
案
を
断
念

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
が
、

ど
ん
な
論
理
の
転
換
が
あ
っ

て
、
決
断
を
さ
れ
た
の
か
、

市
民
に
対
し
て
、
説
明
を
お

願
い
し
ま
す
。

半
田
病
院
あ
り
方
検
討

委
員
会
の
答
申
を
踏
ま

え
、
市
職
員
駐
車
場
を
適
地

と
し
て
、
一
定
の
市
民
の
皆

様
に
も
理
解
を
頂
い
た
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
住
民
投

票
の
実
現
を
め
ざ
す
動
き
が

あ
り
、
住
民
投
票
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
間
の

感
情
的
な
し
こ
り
、
無
用
な

混
乱
を
避
け
る
た
め
、
愛
知

県
知
事
の
助
言
も
あ
り
、
半

田
運
動
公
園
東
側
地
域
等
の

新
た
な
土
地
を
、
早
急
に
検

討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に
は
、

建
設
予
定
地
を
選
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

移
転
計
画
が
遅
れ
て
い

っ
た
の
は
、
初
動
の
遅

れ
で
は
な
い
で
す
か
。
現
在

の
診
療
棟
が
震
度
６
強
の
地

震
で
、
倒
壊
、
崩
壊
す
る
危

険
性
が
高
い
と
さ
れ
た
の
は
、

平
成
15
年
。
平
成
25
年
「
半

田
市
立
半
田
病
院
将
来
計
画

策
定
」
か
ら
、
「
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
ま
で
２
年
の
空

白
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
な

か
な
か
検
討
に
入
ら
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

行
政
全
体
の
計
画
の
中

で
、
小
中
学
校
の
耐
震

化
、
災
害
時
の
拠
点
に
な
る

市
庁
舎
の
建
て
替
え
な
ど
を

行
っ
て
き
た
為
で
あ
り
、
初

動
の
遅
れ
が
あ
っ
た
と
は
考

え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

平
成
30
年
３
月
末
ま
で

に
、
仮
に
半
田
運
動
公

園
を
新
病
院
建
設
予
定
地
と

し
て
決
定
し
た
場
合
、
30
、

31
年
度
に
各
種
調
査
、
都
市

計
画
変
更
手
続
き
、
32
、
33

年
度
で
設
計
業
務
。
34
年
度

終
盤
か
ら
、
建
設
工
事
に
か

か
り
、
平
成
37
年
度
開
院
に

な
る
見
込
み
で
す
。
検
討
会

議
の
メ
ン
バ
ー
は
10
名
以
内

で
す
。半

田
市
立
半
田
病
院
建

設
構
想
は
引
き
継
ぎ
事

項
と
な
り
ま
す
か
。

現
行
の
急
性
期
を
担
う

病
院
機
能
や
病
床
数
の

変
更
が
な
け
れ
ば
、
回
復
期
、

慢
性
期
の
医
療
機
関
の
充
足

が
必
要
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

い
地
域
の
問
題
解
決
を

行
う
「
マ
イ
レ
ポ
は
ん
だ
」
。

全
国
か
ら
多
く
の
視
察
を
受

け
入
れ
て
い
る
先
進
市
と
し

て
、
投
稿
者
を
増
や
す
具
体

的
な
取
組
み
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や

小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

若
い
世
代
に
対
し
て
説
明
会

を
実
施
し
投
稿
者
の
増
加
に

努
め
る
と
共
に
、
自
主
防
災

訓
練
や
防
災
講
話
の
参
加
者

ま
た
消
防
団
な
ど
に
も
災
害

情
報
収
集
機
能
の
追
加
を
含

め
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

「
マ
イ
レ
ポ
は
ん
だ
」

を
活
用
し
た
市
民
に
よ

り
問
題
解
決
で
き
る
仕
組
み

作
り
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

地
域
の
方
々
が
問
題
解

決
に
参
加
す
る
取
組
み

を
増
や
す
こ
と
が
市
民
協
働

の
推
進
に
繋
が
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
仕
組
み
作
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

資
格
短
縮
者
へ
の
年
金

支
給
が
始
ま
っ
て
い
る

が
全
国
的
に
６
割
か
ら
７
割

し
か
受
取
手
続
き
を
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
10
年
未
満
で

も
任
意
加
入
・
後
納
制
度
・

合
算
対
象
期
間
・
年
金
加
入

記
録
漏
れ
期
間
な
ど
を
カ
ウ

ン
ト
す
る
こ
と
で
受
給
資
格

者
と
な
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
周
知

不
足
を
補
う
た
め
に
、
本
市

で
無
年
金
者
救
済
に
向
け
た

広
報
支
援
の
協
力
が
で
き
な

い
か
。公

的
年
金
制
度
は
老
後

の
国
民
生
活
に
極
め
て

大
切
な
制
度
で
す
。
改
正
内

容
や
納
付
期
間
10
年
未
満
の

対
応
な
ど
を
市
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
年
金
機
構
を
招

い
た
説
明
会
な
ど
を
開
い
て

周
知
に
努
め
ま
す
。

本
市
か
ら
無
年
金
者
を

減
ら
し
年
金
加
入
者
を

増
や
す
た
め
に
、
無
年
金
者

救
済
の
専
門
相
談
窓
口
を
国

保
年
金
課
に
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

無
年
金
者
救
済
の
た
め

に
職
員
の
知
識
向
上
を

図
る
と
共
に
、
よ
り
丁
寧
な

説
明
に
努
め
る
た
め
の
相
談

窓
口
の
設
置
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

半
田
市
立
半
田
病
院
の

移
転
問
題
に
つ
い
て

市
に
生
息
、
ま
た
生
息

の
可
能
性
が
あ
る
有
毒

生
物
の
対
策
を
伺
う

運
用
３
年
「
マ
イ
レ
ポ

は
ん
だ
」
の
活
用
で
市

民
協
働
の
推
進
に
つ
い

て

公
的
年
金
受
給
資
格
期

間
短
縮
（
25
年
か
ら
10

年
）
に
よ
る
受
給
対
象

者
支
援
に
つ
い
て

答答答

答 答 答 答

答答

答 答

問問問

問問問問

答

答答答

問

問問

問

問問

問問
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日本維新の会・無所属連合
竹内功治 議員

無所属
山本佳代子 議員

公 明 党
山本半治 議員

市
政
を
問
う　

一
般
質
問
（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）


